
ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

           

「
男
は
背
中
を
語
る
」 

                      

山
崎 

力 
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登
場
人
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眞
野 

 
 

（
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） 

 

会
社
員
（
Ｓ
Ｅ
） 

三
原
涼
子 

（
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） 

 

眞
野
の
上
司 

塩
釜 

 
 

（
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） 

 

電
車
の
乗
客 

前
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（
67
） 

 
電
車
の
乗
客 

千
葉
み
な
み
（
24
） 

 
眞
野
の
同
期 

三
原
り
か 

（
4
）   

涼
子
の
娘 

榊
原 

 
 
（

51）
 
 

営
業
部
部
長 

和
久 

    （

42）
 
 

営
業
部
課
長 

 

女
性
１ 

女
性
２ 

そ
の
他
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○
Ａ
駅
・
駅
員
室
（
夜
） 

 
 

 

椅
子
に
座
り
、
泣
く
女
性
１
。 

 
 

 

部
屋
の
隅
、
女
性
駅
員
Ａ
・
Ｂ
に
囲
ま
れ
る 

 
 

 

眞
野
（

24

）
。 

眞
野
「
だ
か
ら
違
う
ん
で
す
！
」 

駅
員
Ａ
「
皆
一
言
目
は
否
定
す
る
の
」 

眞
野
「
信
じ
て
く
だ
さ
い
！
」 

駅
員
Ｂ
「
二
言
目
は
同
意
を
求
め
る
」 

 
 

 

女
性
１
の
足
元
に
取
れ
た
ヒ
ー
ル
。 

女
性
１
「
急
に
取
れ
て
。
そ
の
場
に
し
ゃ
が
み
こ
ん 

だ
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
こ
の
人
が
後
ろ
か
ら
」 

駅
員
Ａ
「
卑
劣
」 

眞
野
「
体
調
が
悪
い
の
か
と
思
っ
て
声
を
」 

駅
員
Ｂ
「
か
け
よ
う
と
し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
後 

ろ
か
ら
抱
き
つ
い
た
？
」 

眞
野
「
躓
い
た
ん
で
す
！
ホ
ー
ム
の
切
れ
目
に
！
」 

駅
員
Ａ
「
切
れ
目
？
」 

眞
野
「
ち
ょ
っ
と
段
に
な
っ
て
て
」 

駅
員
Ｂ
「
あ
ぁ
」 

眞
野
「
な
っ
て
ま
す
よ
ね
？
」 
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駅
員
Ａ
「
反
省
の
色
な
し
」 

駅
員
Ｂ
「
歴
代
最
低
の
言
い
訳
」 

女
性
１
「
変
態
」 

眞
野
「
信
じ
て
く
だ
さ
い
！
」 

 

○
同
・
ホ
ー
ム
（
夜
） 

 
 

 

帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ
の
ホ
ー
ム
。 

 
 

 

疲
れ
た
様
子
で
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
眞
野
。 

 
 

 

そ
の
両
脇
に
塩
釜
（

69

）
と
前
薗 

（

67

）
も
座
っ
て
い
る
。 

眞
野
「
ほ
ら
あ
そ
こ
、
切
れ
目
」 

塩
釜
「
あ
り
ま
す
ね
、
切
れ
目
」 

眞
野
「
見
て
も
な
い
の
に
」 

塩
釜
「
ま
ぁ
ま
ぁ
」 

眞
野
「
だ
か
ら
女
性
っ
て
苦
手
な
ん
で
す
」 

前
薗
「
苦
手
」 

眞
野
「
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？
」 

塩
釜
「
ど
う
し
て
と
は
？
」 

眞
野
「
女
性
っ
て
な
ん
で
強
く
く
る
ん
で
し
ょ
う
？
」 

塩
釜
「
ふ
む
ふ
む
」 
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眞
野
「
女
性
の
上
司
な
ん
か
僕
を
ゴ
ミ
の
よ
う
に
」 

前
薗
「
ゴ
ミ
か
。
そ
れ
は
き
つ
い
な
」 

眞
野
「
ど
こ
が
男
女
平
等
だ
よ
っ
て
感
じ
で
す
。
あ 

ぁ
、
す
み
ま
せ
ん
。
つ
い
愚
痴
を
」 

塩
釜
「
い
え
い
え
」 

眞
野
「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

前
薗
「
礼
な
ど
不
要
だ
」 

眞
野
「
お
二
人
の
証
言
で
解
放
し
て
も
ら
え
た
の
で
」 

前
薗
「
見
て
な
い
」 

眞
野
「
見
て
な
い
？
」 

前
薗
「
見
て
は
な
い
が
」 

塩
釜
「
そ
の
方
、
切
れ
目
に
躓
い
て
ま
し
た
よ
」 

前
薗
「
ど
ん
く
せ
ぇ
よ
な
」 

塩
釜
「
で
す
が
不
慮
の
事
故
で
す
」 

前
薗
「
と
言
っ
て
や
っ
た
」 

眞
野
「
ど
う
し
て
…
…
？
」 

 
 

 

眞
野
を
じ
っ
と
見
る
塩
釜
と
前
薗
。 

眞
野
「
お
二
人
は
ど
ち
ら
様
で
？
」 

 
 

 

二
人
の
視
線
に
妙
な
威
圧
感
を
感
じ
る
。 

 
 

 

眞
野
、
立
ち
上
が
り
、
逃
げ
よ
う
と
。 
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眞
野
「
…
…
ぼ
、
僕
は
こ
れ
で
」 

 
 

 

塩
釜
と
前
薗
、
眞
野
の
両
脇
を
抱
え
る
。 

眞
野
「
！
」 

 

○
走
る
各
停
電
車
（
夜
） 

 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

座
席
に
座
っ
て
い
る
眞
野
。 

 
 

 

そ
の
両
隣
に
塩
釜
と
前
薗
。 

眞
野
「
ど
う
し
て
各
停
に
」 

塩
釜
「
各
停
し
か
停
ま
ら
な
い
駅
な
ん
で
す
」 

眞
野
「
ど
、
ど
こ
に
？
ま
さ
か
誘
拐
」 

塩
釜
「
わ
ざ
わ
ざ
公
共
交
通
機
関
で
？
」 

前
薗
「
ア
ホ
か
」 

眞
野
「
ア
ホ
っ
て
」 

前
薗
「
来
る
ん
だ
」 

眞
野
「
来
る
？
」 

前
薗
「
任
せ
て
お
け
」 

塩
釜
「
私
た
ち
を
誰
と
？
」 

眞
野
「
…
…
誰
で
す
か
？
」 
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ア
ナ
ウ
ン
ス
「
女
子
大
前
で
す
」 

 

○
女
子
大
前
駅
・
ホ
ー
ム
（
夜
） 

 
 

 

電
車
の
ド
ア
が
開
き
、
女
子
大
生
た
ち
が
一 

斉
に
乗
車
し
て
い
く
。 

 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

十
人
ほ
ど
の
女
子
大
生
の
一
団
が
眞
野
た
ち 

の
正
面
の
席
を
陣
取
る
。
座
っ
て
い
る
女
子 

大
生
も
い
れ
ば
つ
り
革
に
掴
ま
っ
て
い
る
女 

子
大
生
も
い
る
。 

眞
野
「
わ
ぉ
」 

 
 

 

真
剣
な
表
情
で
前
の
女
子
大
生
た
ち
を
見
る 

塩
釜
と
前
薗
。 

眞
野
「
何
を
す
る
ん
で
す
か
？
」 

 
 

 

首
や
指
を
ゴ
キ
ゴ
キ
鳴
ら
す
二
人
。 

眞
野

「
（

慌
て
て
）
あ
の
ち
ょ
っ
と
！
」 

塩
釜
と
前
薗
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
一
礼
。 

眞
野
「
え
？
」 

 
 

 

眞
野
た
ち
の
目
の
前
、
背
を
向
け
て
立
っ
て 
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い
る
女
子
大
生
Ａ
。 

 

○
女
子
大
生
Ａ
の
後
ろ
姿
（
夜
） 

 
 

 

に
、
声
が
重
な
る
。 

塩
釜
の
声
「
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
身
な
り
」 

前
薗
の
声
「
曲
線
美
は
驚
愕
の
そ
れ
」 

塩
釜
の
声
「
で
す
が
、
足
元
」 

前
薗
の
声
「
な
る
ほ
ど
」 

塩
釜
の
声
「
あ
れ
は
ま
る
で
」 

前
薗
の
声
「
ま
る
で
あ
れ
は
」 

塩
釜
の
声
「
靴
を
履
い
て
い
る
」 

前
薗
の
声
「
否
」 

塩
釜
の
声
「
靴
に
履
か
さ
れ
て
い
る
」 

前
薗
の
声
「
我
々
の
目
は
誤
魔
化
せ
な
い
」 

塩
釜
の
声
「
彼
女
は
恐
ら
く
」 

前
薗
の
声
「
地
方
出
身
」 

塩
釜
の
声
「
生
ま
れ
は
岐
阜
」 

前
薗
の
声
「
上
京
し
た
て
の
新
入
生
」 

塩
釜
の
声
「
オ
シ
ャ
レ
は
ま
だ
ま
だ
」 

前
薗
の
声
「
勉
強
中
」 
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塩
釜
の
声
「
挑
戦
し
た
い
ア
ル
バ
イ
ト
は
」 

前
薗
の
声
「
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
」 

塩
釜
の
声
「
し
か
し
ス
タ
バ
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」 

前
薗
の
声
「
だ
か
ら
彼
女
が
チ
ョ
イ
ス
す
る
の
は
」 

塩
釜
・
前
薗
の
声
「
タ
リ
ー
ズ
」 

塩
釜
の
声
「
東
京
の
女
へ
の
第
一
歩
」 

前
薗
の
声
「
乞
う
ご
期
待
」 

 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

う
ん
う
ん
、
と
頷
い
て
い
る
塩
釜
と
前
薗
。 

前
薗
「
塩
さ
ん
、
目
の
付
け
所
さ
す
が
」 

塩
釜
「
前
薗
さ
ん
の
感
性
こ
そ
極
み
の
境
地
」 

前
薗
「
ど
う
し
た
？
」 

眞
野
「
…
…
」 

前
薗
「
や
っ
て
み
ろ
」 

眞
野
「
や
ら
な
い
で
す
よ
」 

塩
釜
「
あ
ち
ら
の
女
性
」 

眞
野
「
ち
ょ
っ
と
」 

 

○
女
子
大
生
Ｂ
の
後
ろ
姿
（
夜
） 
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に
、
声
が
重
な
る
。 

眞
野
の
声
「
く
、
黒
い
髪
」 

塩
釜
の
声
「
で
す
ね
」 

前
薗
の
声
「
そ
れ
で
？
」 

眞
野
の
声
「
良
い
」 

前
薗
の
声
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
」 

 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

呆
れ
て
い
る
前
薗
。 

前
薗
「
そ
の
程
度
か
？
」 

 
 

 

塩
釜
と
前
薗
、
眞
野
を
じ
っ
と
見
る
。 

眞
野
「
お
、
お
二
人
は
ー
」 

塩
釜
「
私
達
は
」 

前
薗
「
断
じ
て
」 

塩
釜
・
前
薗
「
変
態
で
は
な
い
」 

眞
野
「
自
分
で
言
う
っ
て
絶
対
変
態
で
す
よ
」 

前
薗
「
自
分
は
聖
人
か
？
痴
漢
野
郎
」 

眞
野
「
し
て
ま
せ
ん
！
」 

塩
釜
「
眞
野
さ
ん
、
私
達
と
学
び
ま
せ
ん
か
？
」 

眞
野
「
学
ぶ
？
」 
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塩
釜
「
あ
な
た
は
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
」 

前
薗
「
女
は
苦
手
」 

塩
釜
「
そ
れ
は
理
解
し
て
い
な
い
だ
け
で
す
」 

眞
野
「
女
性
に
つ
い
て
で
す
か
？
」 

前
薗
「
そ
ん
な
ん
だ
か
ら
童
貞
な
ん
だ
。
眞
野
準
」 

眞
野
「
ど
、
ど
ど
ど
ど
ど
！
？
」 

塩
釜
「
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
、
眞
野
さ
ん
」 

眞
野
「
あ
れ
？
ど
う
し
て
僕
の
名
前
を
？
」 

 
 

ニ
ヤ
リ
と
笑
う
塩
釜
と
前
薗
。 

 

○
タ
イ
ト
ル
「
男
は
背
中
を
語
る
」 

 

○
会
社
・
オ
フ
ィ
ス 

 
 

 

三
原
涼
子
（

33

）
、

パ
ソ
コ
ン
画
面
を
睨 

む
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
テ
キ
ス
ト
だ
。 

涼
子
の
横
に
立
ち
、
横
顔
を
見
て
い
る
眞
野
。 

涼
子
「
私
の
顔
に
何
か
つ
い
て
い
る
？
」 

眞
野
「
あ
、
い
え
」 

涼
子
「
こ
こ
、
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
」 
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涼
子
「
じ
ゃ
な
く
て
、
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
？
」 

眞
野
「
消
し
忘
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」 

涼
子
「
思
い
ま
す
？
」 

眞
野
「
消
し
忘
れ
ま
し
た
」 

涼
子
「
直
す
」 

眞
野
「
は
い
。
す
ぐ
に
」 

涼
子
「
あ
と
そ
の
注
意
力
不
足
の
脳
ミ
ソ
も
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
お
っ
と
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
パ
ワ
ハ
ラ
だ
。 

心
に
留
め
て
お
こ
う
」 

眞
野
「
…
…
」 

 
 

 

榊
原
（

51

）
と
和
久
（

42

）
が
来
て
、 

榊
原
「
い
い
じ
ゃ
な
い
の
涼
子
ち
ゃ
ん
」 

涼
子
「
ち
ゃ
ん
付
け
や
め
て
も
ら
え
ま
す
？
」 

榊
原
「
眞
野
く
ん
も
悪
気
は
な
い
ん
だ
か
ら
」 

和
久
「
つ
い
う
っ
か
り
な
ん
て
誰
で
も
あ
る
よ
」 

涼
子
「
お
静
か
に
願
え
ま
す
？
ウ
チ
の
部
の
問
題
な 

ん
で
」 

 

○
同
・
男
子
ト
イ
レ 
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横
一
列
で
小
用
を
足
す
３
人
の
後
ろ
姿
。 

眞
野
「
全
然
留
ま
っ
て
な
い
で
す
よ
。
だ
だ
漏
れ
で 

す
よ
。
完
全
な
パ
ワ
ハ
ラ
で
す
よ
」 

榊
原
「
お
っ
か
な
い
よ
ね
。
涼
子
ち
ゃ
ん
」 

和
久
「
お
っ
か
な
い
で
す
。
美
人
で
す
が
」 

眞
野
「
確
か
に
仕
事
は
で
き
ま
す
け
ど
」 

和
久
「
あ
ん
な
言
い
方
し
な
く
て
も
だ
よ
ね
」 

榊
原
「
言
い
た
い
こ
と
は
言
っ
た
方
が
良
い
よ
」 

和
久
「
女
で
若
く
て
課
長
だ
か
ら
っ
て
」 

榊
原
「
君
が
言
う
の
？
」 

和
久
「
課
長
っ
て
私
と
同
じ
な
ん
で
す
よ
？
」 

榊
原
「
君
、
ま
だ
課
長
だ
っ
た
の
？
」 

和
久
「
え
」 

榊
原
「
し
か
し
理
解
に
苦
し
む
よ
ね
」 

和
久
「
ど
う
し
て
女
性
っ
て
あ
ぁ
な
ん
で
し
ょ
う
」 

眞
野
「
本
当
で
す
よ
ね
」 

榊
原
「
ち
ょ
っ
と
。
こ
っ
ち
に
ハ
ネ
て
る
よ
」 

和
久
「
す
み
ま
せ
ん
、
う
っ
か
り
」 

 

○
走
る
各
停
電
車
・
外
観
（
夜
） 
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塩
釜
の
声
「
毎
日
毎
日
」 

前
薗
の
声
「
肌
を
陽
に
焼
い
た
」 

塩
釜
の
声
「
き
っ
と
彼
に
会
う
為
」 

前
薗
の
声
「
海
辺
の
町
へ
」 

塩
釜
の
声
「
そ
れ
が
彼
女
の
夏
」 

前
薗
の
声
「
大
人
に
な
っ
た
夏
」 

 
 

 
 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

女
子
大
生
の
後
ろ
姿
を
見
な
が
ら
座
っ
て
い 

る
塩
釜
・
眞
野
・
前
薗
。 

前
薗
「
身
も
心
も
焦
が
し
た
夏
が
」 

塩
釜
「
彼
女
の
糧
と
な
ら
ん
こ
と
を
」 

 
 

 

余
韻
に
浸
っ
て
い
る
塩
釜
と
前
薗
。 

眞
野

「
（

や
っ
ぱ
り
変
態
だ
）
…
…
」 

塩
釜
「
や
っ
ぱ
り
変
態
だ
」 

眞
野
「
！
」 

前
薗
「
な
ん
て
思
っ
た
ろ
？
」 

眞
野
「
…
…
い
え
」 

前
薗
「
理
解
し
た
い
ん
だ
ろ
？
」 

塩
釜
「
だ
か
ら
再
び
こ
う
し
て
来
ら
れ
た
」 
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眞
野
「
で
も
妄
想
し
て
る
だ
け
で
す
よ
ね
？
」 

塩
釜
・
前
薗
「
…
…
」 

眞
野
「
で
す
よ
ね
？
」 

前
薗
「
全
て
の
創
造
物
は
妄
想
か
ら
生
ま
れ
る
」 

塩
釜
「
理
解
と
は
、
頭
の
中
に
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を 

創
造
す
る
こ
と
」 

前
薗
「
こ
れ
即
ち
妄
想
が
理
解
を
生
み
出
す
」 

眞
野
「
今
考
え
ま
し
た
よ
ね
？
」 

前
薗
「
グ
ダ
グ
ダ
言
う
な
！
」 

塩
釜
「
さ
ぁ
、
あ
ち
ら
の
女
性
で
す
！
」 

眞
野
「
え
、
ま
だ
心
の
準
備
が
」 

 

○
女
子
大
生
Ｃ
の
後
ろ
姿
（
夜
） 

 
 

 

に
、
声
が
重
な
る
。 

眞
野
の
声
「
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
」 

前
薗
の
声
「
見
た
ま
ま
だ
ろ
」 

眞
野
の
声
「
髪
が
」 

前
薗
の
声
「
髪
が
？
」 

眞
野
の
声
「
黒
の
方
が
良
い
」 

前
薗
の
声
「
お
前
の
願
望
な
ど
知
ら
ん
！
」 
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眞
野
の
声
「
う
、
う
な
じ
が
！
」 

前
薗
の
声
「
う
な
じ
が
？
」 

眞
野
の
声
「
男
心
を
く
す
ぐ
る
、
と
か
」 

塩
釜
の
声
「
ほ
ほ
う
」 

 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

感
心
し
て
い
る
塩
釜
と
前
薗
。 

前
薗
「
う
な
じ
か
」 

塩
釜
「
こ
こ
で
う
な
じ
に
着
目
と
は
」 

前
薗
「
確
か
に
ベ
タ
」 

塩
釜
「
我
々
も
初
期
に
通
っ
た
道
」 

前
薗
「
だ
が
」 

塩
釜
「
一
周
回
っ
て
」 

塩
釜
・
前
薗
「
良
い
」 

前
薗
「
こ
い
つ
、
で
き
る
」 

塩
釜
「
実
は
以
前
に
も
ご
経
験
が
？
」 

眞
野

「
（

キ
ッ
パ
リ
）
な
い
で
す
」 

 

○
会
社
・
オ
フ
ィ
ス 

 
 

 

自
分
の
席
で
資
料
を
見
て
い
る
涼
子
。 
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髪
を
後
ろ
で
束
ね
て
い
て
う
な
じ
が
見
え
る
。 

 
 

 

涼
子
の
横
に
立
っ
て
い
る
眞
野
。 

 
 

 

う
な
じ
を
見
て
、 

眞
野
「
良
い
」 

涼
子
「
何
？
」 

眞
野
「
あ
、
い
や
、
そ
の
資
料
良
い
な
と
」 

涼
子
「
自
分
で
作
っ
て
自
分
で
褒
め
る
の
？
気
持
ち 

わ
る
っ
」 

眞
野
「
…
…
」 

 

○
女
子
大
生
Ｄ
の
後
ろ
姿
（
夜
） 

 
 

 

に
、
声
が
重
な
る
。 

塩
釜
の
声
「
た
だ
の
身
体
の
パ
ー
ツ
に
非
ず
」 

前
薗
の
声
「
向
か
い
風
に
耐
え
」 

眞
野
の
声
「
前
に
踏
み
出
す
」 

塩
釜
の
声
「
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
元
」 

前
薗
の
声
「
そ
れ
が
」 

眞
野
の
声
「
ヒ
ラ
メ
筋
」 

 
 

 

ふ
く
ら
は
ぎ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
。 

塩
釜
の
声
「
辛
い
時
に
」 
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前
薗
の
声
「
踏
ん
張
り
」 

眞
野
の
声
「
頑
張
る
為
の
」 

眞
野
・
塩
釜
・
前
薗
の
声
「
ヒ
ラ
メ
筋
」 

 

○
会
社
・
オ
フ
ィ
ス 

 
 

 

資
料
を
見
せ
な
が
ら
上
司
と
話
し
て
い
る
涼 

子
。 

涼
子
「
こ
こ
の
仕
様
で
す
が
、
見
直
し
の
必
要
が
」 

上
司
「
先
方
の
要
求
だ
か
ら
ね
。
厳
し
い
と
思
う
よ
」 

涼
子
「
営
業
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 

涼
子
の
後
ろ
に
立
ち
、
涼
子
の
ふ
く
ら
は
ぎ 

を
見
て
い
る
眞
野
。 

眞
野
に
は
両
足
が
踏
ん
張
っ
て
い
る
よ
う
に 

見
え
る
。 

眞
野
「
頑
張
れ
」 

涼
子
「
上
司
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
？
」 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
」 

 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

並
ん
で
座
っ
て
い
る
塩
釜
、
眞
野
、
前
薗
。 
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眞
野
「
確
か
に
僕
が
悪
い
で
す
よ
？
」 

前
薗
「
だ
な
」 

眞
野
「
で
も
ど
ん
ど
ん
上
司
か
ら
の
心
象
が
」 

前
薗
「
悪
く
な
っ
て
ん
な
」 

塩
釜
「
由
々
し
き
事
態
」 

眞
野
「
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
で
す
か
」 

前
薗
「
焦
る
な
」 

塩
釜
「
焦
り
は
禁
物
で
す
」 

眞
野
「
焦
り
と
か
じ
ゃ
な
い
で
す
。
余
計
に
問
題
が 

増
え
て
て
、
こ
れ
っ
て
お
二
人
の
せ
い
じ
ゃ
な
い 

か
っ
て
い
う
ー
」 

前
薗
「
次
は
あ
っ
ち
の
女
子
大
生
だ
！
」 

 
 

 

３
人
、
女
子
大
生
に
向
か
っ
て
礼
。 

 

○
居
酒
屋
（
夜
） 

 
 

 

長
い
髪
を
靡
か
せ
る
千
葉
み
な
み
（

24

）
。 

み
な
み
を
囲
ん
で
男
性
社
員
た
ち
が
盛
り
上 

が
っ
て
い
る
。 

隅
の
方
で
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
眞
野
。 

周
り
に
合
わ
せ
て
笑
い
、
相
槌
を
う
つ
。 
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×
 

 
×

 
 

×
 

だ
い
ぶ
で
き
あ
が
っ
た
社
員
た
ち
。 

眞
野
、
こ
っ
そ
り
帰
ろ
う
と
す
る
。 

み
な
み
「
帰
る
の
？
」 

 
 

 
い
つ
の
間
に
か
隣
に
み
な
み
。 

眞
野
「
千
葉
さ
ん
！
？
」 

み
な
み
「
眞
野
く
ん
っ
て
い
つ
も
ひ
と
り
だ
よ
ね
」 

眞
野
「
…
…
」 

み
な
み
「
飲
み
会
は
苦
手
だ
け
ど
、
断
れ
な
く
て
来 

ち
ゃ
っ
て
で
も
や
っ
ぱ
り
馴
染
め
な
い
系
？
」 

眞
野
「
…
…
」 

み
な
み
「
み
な
み
、
参
加
す
る
努
力
は
買
う
」 

眞
野
「
ど
う
も
」 

み
な
み
「
い
い
よ
」 

眞
野
「
千
葉
さ
ん
は
」 

み
な
み
「
な
ん
で
み
な
み
に
さ
ん
付
け
？
尊
敬
？
」 

眞
野
「
習
慣
と
い
い
ま
す
か
」 

み
な
み
「
な
ん
で
敬
語
？
同
期
だ
よ
？
み
な
み
世
代
」 

眞
野
「
住
む
世
界
が
違
う
と
言
い
ま
す
か
」 

み
な
み
「
隣
に
い
る
よ
？
」 
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眞
野
「
こ
こ
に
は
見
え
な
い
壁
の
よ
う
な
も
の
が
」 

み
な
み
「
私
は
よ
く
眞
野
く
ん
見
て
る
よ
？
」 

眞
野
「
そ
う
で
す
か
…
…
え
？
」 

 
 

 

「
み
な
み
ち
ゃ
ー
ん
」
と
男
性
社
員
に
呼
ば 

れ
、
み
な
み
は
戻
っ
て
い
く
。 

社
員
「
み
な
み
ち
ゃ
ん
は
ど
ん
な
男
が
タ
イ
プ
？
」 

み
な
み
「
え
っ
と
ね
、
み
な
み
の
こ
と
を
理
解
し
て 

く
れ
る
人
」 

眞
野
「
…
…
」 

 
 

 

一
瞬
の
間
。 

次
の
瞬
間
「
俺
み
な
み
ち
ゃ
ん
の
タ
イ
プ
じ 

ゃ
ん
！
」
「
俺
も
だ
！
」
「
結
婚
し
て
！
」 

と
盛
り
上
が
る
男
た
ち
。 

 
 

 

み
な
み
、
こ
っ
そ
り
眞
野
に
ウ
ィ
ン
ク
。 

眞
野
「
！
」 

隣
の
男
の
ビ
ー
ル
を
奪
っ
て
一
気
に
飲
む
。 

 
 

 

そ
し
て
む
せ
る
。 

 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

眞
野
、
集
中
し
て
座
席
に
腰
掛
け
て
い
る
。 
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そ
の
様
は
ま
る
で
試
合
直
前
、
ロ
ッ
カ
ー
ル 

ー
ム
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
。 

眞
野
「
ま
だ
か
…
…
女
子
大
生
は
ま
だ
か
…
…
」 

塩
釜
「
な
ん
と
い
う
集
中
力
」 

前
薗
「
何
が
こ
い
つ
を
突
き
動
か
す
」 

眞
野
「
カ
モ
ン
…
…
女
子
大
生
よ
カ
モ
ン
…
…
」 

 

○
会
社
・
オ
フ
ィ
ス 

 
 

 

座
っ
て
い
る
涼
子
。 

 
 

 

涼
子
の
横
に
立
っ
て
い
る
眞
野
。 

涼
子
「
例
え
ば
、
君
が
私
の
立
場
だ
と
し
よ
う
」 

眞
野
「
僕
が
課
長
」 

涼
子
「
君
が
部
下
の
私
に
仕
事
の
お
願
い
を
し
た
」 

眞
野
「
よ
ろ
し
く
な
」 

涼
子
「
そ
し
て
頼
ん
で
い
た
も
の
が
で
き
た
」 

眞
野
「
よ
く
や
っ
た
ぞ
」 

涼
子
「
し
か
も
で
き
た
も
の
は
先
方
の
要
求
す
る
も 

の
の
レ
ベ
ル
を
上
回
る
」 

眞
野
「
や
れ
ば
で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
（
照
れ
る

）
」 

涼
子
「
不
測
の
事
態
に
備
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
」 
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眞
野
「
そ
う
い
う
の
も
っ
と
出
し
て
こ
（
得
意
げ
）
」 

涼
子
「
君
な
ら
部
下
に
な
ん
と
声
を
か
け
る
？
」 

眞
野
「
偉
い
ぞ
、
昇
給
だ
」 

涼
子
「
…
…
」 

眞
野
「
―
は
言
い
過
ぎ
で
す
ね
。
褒
め
す
ぎ
は
よ
く 

あ
り
ま
せ
ん
」 

涼
子
「
私
だ
っ
た
ら
こ
う
言
う
。
す
ぐ
に
ク
オ
リ
テ 

ィ
を
落
と
し
て
」 

眞
野
「
落
と
す
？
」 

涼
子
「
こ
れ
は
先
方
の
求
め
て
い
る
も
の
じ
ゃ
な
い
」 

眞
野
「
え
、
で
も
」 

涼
子
「
何
？
」 

眞
野
「
い
え
」 

涼
子
「
は
っ
き
り
言
い
な
よ
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
め
ん
ど
く
さ
い
。
納
得
で
き
な
い
ん
で
し
ょ
」 

 
 

 

眞
野
、
コ
ク
リ
と
頷
く
。 

涼
子
「
け
ど
そ
ん
な
こ
と
ど
う
で
も
い
い
」 

眞
野

「
（

カ
チ
ン

）
」 

榊
原
「
ま
ぁ
ま
ぁ
ま
ぁ
」 
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和
久
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
」 

 
 

 

い
つ
の
ま
に
か
榊
原
と
和
久
。 

榊
原
「
落
ち
着
い
て
り
ょ
ー
」 

涼
子
「
ち
ゃ
ん
付
け
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」 

榊
原
「
三
原
課
長
」 

 
 

 

○
同
・
男
子
ト
イ
レ 

 
 

 

並
ん
で
小
用
を
足
す
３
人
の
後
ろ
姿
。 

榊
原
「
言
い
方
が
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
よ
ね
」 

和
久
「
若
く
て
女
性
で
課
長
だ
か
ら
っ
て
」 

眞
野
「
や
っ
ぱ
り
理
解
で
き
ま
せ
ん
」 

榊
原
「
と
こ
ろ
で
何
か
情
報
掴
ん
だ
？
」 

眞
野
「
い
え
、
全
然
」 

和
久
「
な
か
な
か
尻
尾
を
だ
さ
な
い
で
す
ね
」 

榊
原
「
引
き
続
き
頼
む
よ
眞
野
く
ん
。
君
が
頼
り
だ
」 

眞
野
「
任
せ
て
く
だ
さ
い
！
絶
対
み
つ
け
ま
す
！
」 

和
久
「
そ
う
言
っ
て
も
う
３
ヶ
月
だ
が
？
」 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
、
必
ず
」 

和
久
「
部
長
が
必
死
に
営
業
し
て
と
っ
て
き
た
仕
事 

に
ど
れ
も
イ
チ
ャ
モ
ン
つ
け
て
、
社
内
会
議
で
は 
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ね
の
け
た
！
」 

榊
原
「
過
去
の
こ
と
だ
よ
」 

和
久
「
で
す
が
部
長
」 

榊
原
「
ま
ぁ
少
し
だ
け
、
涼
子
ち
ゃ
ん
に
は
黙
っ
て 

欲
し
い
と
は
思
う
が
ね
」 

和
久
「
黙
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！
」 

眞
野
「
…
…
」 

榊
原
「
ハ
ネ
て
る
よ
」 

和
久
「
す
み
ま
せ
ん
、
う
っ
か
り
」 

 

○
同
・
オ
フ
ィ
ス
（
夜
） 

 
 

 

眞
野
、
目
を
見
開
き
涼
子
を
観
察
す
る
。 

 
 

 

涼
子
、
一
人
で
残
業
し
て
い
る
。 

眞
野
「
…
…
」 

 
 

 
 

○
道
（
夜
） 

 
 

 

眞
野
、
一
人
で
歩
い
て
い
る
。 

眞
野
「
簡
単
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
、
上
司
の
ゴ
シ
ッ 

プ
と
か
」 

 
 

 

ス
マ
ホ
で
検
索
す
る
も
、 
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眞
野
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
イ
ン
ス
タ
も
や
っ
て
な
い
」 

 
 

 

目
の
前
に
直
立
す
る
涼
子
の
幻
が
見
え
る
。 

 
 

 

ど
こ
か
不
機
嫌
そ
う
な
顔
だ
。 

 
 

 

轆
轤
を
回
す
み
た
い
に
手
を
動
か
し
て
涼
子 

を
後
ろ
向
き
に
す
る
。 

眞
野
「
馬
の
尻
尾
の
よ
う
に
束
ね
た
髪
。
ま
る
で
あ 

れ
は
。
あ
れ
は
ま
る
で
」 

み
な
み
「
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
？
」 

眞
野
「
そ
う
、
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
！
」 

 
 

 

い
つ
の
間
に
か
み
な
み
が
い
る
。 

眞
野
「
う
わ
っ
！
」 

み
な
み
「
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
が
好
き
な
の
？
み
な
み
、 

ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
し
よ
う
か
？
」 

眞
野
「
千
葉
さ
ん
な
ん
で
こ
こ
に
い
る
ん
で
す
か
」 

み
な
み
「
ね
ぇ
、
み
な
み
世
代
」 

眞
野
「
ち
ば
ち
ゃ
ん
よ
ぉ
」 

み
な
み

「
（

ム
ス
ッ
と
し
た
顔

）
」 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
。
さ
じ
加
減
が
」 

 
 

 

み
な
み
、
眞
野
の
ス
マ
ホ
を
奪
い
、
パ
パ
ッ 

 
 

 

と
何
か
を
入
力
。 
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眞
野
「
あ
の
」 

 
 

 

み
な
み
、
ス
マ
ホ
を
返
す
。 

み
な
み
「
み
な
み
、
待
っ
て
る
」 

 
 

 

み
な
み
の
連
絡
先
が
入
力
さ
れ
て
い
る
。 

眞
野
「
え
？
！
」 

 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

並
ん
で
座
っ
て
い
る
塩
釜
・
眞
野
・
前
薗
。 

塩
釜
「
ほ
ほ
う
、
連
絡
先
を
」 

前
薗
「
妄
想
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」 

 
 

 

眞
野
、
ス
マ
ホ
を
前
薗
に
渡
す
。 

眞
野
「
ど
う
で
す
？
」 

前
薗
「
現
実
じ
ゃ
な
い
か
」 

塩
釜
「
で
す
が
連
絡
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
ぇ
」 

眞
野
「
僕
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
ん
で
」 

 
 

 

前
薗
、
ス
マ
ホ
を
パ
パ
ッ
と
操
作
。 

 
 

 

高
速
で
何
か
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。 

眞
野
「
勝
手
な
こ
と
し
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
」 

塩
釜
「
先
日
仰
っ
て
い
た
上
司
の
方
」 

眞
野
「
は
い
」 
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塩
釜
「
ど
の
よ
う
な
方
な
の
で
す
？
」 

眞
野
「
仕
事
は
で
き
る
し
、
指
示
も
的
確
で
す
」 

塩
釜
「
ど
こ
が
問
題
な
の
で
す
？
」 

眞
野
「
…
…
も
っ
と
言
い
方
と
か
」 

塩
釜
「
言
い
方
」 

眞
野
「
普
通
に
し
て
く
れ
れ
ば
」 

塩
釜
「
眞
野
さ
ん
に
と
っ
て
の
普
通
と
は
？
」 

眞
野
「
え
っ
と
」 

塩
釜
「
上
司
の
方
に
普
通
で
お
願
い
し
ま
す
と
お
願 

い
は
？
」 

眞
野
「
…
…
い
え
」 

塩
釜
「
人
は
勝
手
に
人
に
期
待
す
る
も
の
。
そ
し
て 

勝
手
に
裏
切
ら
れ
て
、
勝
手
に
喚
く
の
で
す
」 

眞
野
「
…
…
」 

塩
釜
「
責
め
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は 

自
戒
で
す
」 

眞
野
「
自
戒
？
」 

前
薗
「
来
週
空
け
と
け
よ
」 

眞
野
「
は
い
？
」 

 
 

 

ス
マ
ホ
を
見
る
と
、
や
り
と
り
を
経
て
み
な 
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み
と
遊
ぶ
約
束
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
。 

眞
野
「
デ
ー
ト
？
！
」 

前
薗
「
み
な
み
、
期
待
し
て
る
っ
て
よ
」 

眞
野
「
心
の
準
備
が
」 

前
薗
「
一
週
間
あ
れ
ば
準
備
で
き
ん
だ
ろ
」 

眞
野
「
い
や
、
女
の
子
と
デ
ー
ト
だ
な
ん
て
」 

塩
釜
「
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
」 

 

○
女
子
大
の
点
描 

 
 

 

教
室
、
廊
下
、
食
堂
、
中
庭
―
― 

い
た
る
所
、
隅
々
ま
で
女
子
大
生
ば
か
り
。 

前
薗
の
声
「
つ
い
ぞ
」 

塩
釜
の
声
「
来
て
し
ま
っ
た
」 

 

○
女
子
大
・
正
門
前 

 
 

 

要
塞
の
よ
う
に
そ
び
え
た
つ
正
門
と
外
壁
。 

 
 

 

つ
け
ひ
げ
や
帽
子
で
教
授
に
変
装
し
た
塩
釜 

と
前
薗
、
そ
し
て
か
ば
ん
持
ち
の
眞
野
。 

前
薗
「
い
つ
も
来
て
も
ら
う
ば
か
り
じ
ゃ
な
」 

眞
野
「
本
当
に
行
く
ん
で
す
か
」 
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前
薗
「
ビ
ビ
っ
て
ん
の
か
？
」 

塩
釜
「
私
た
ち
も
初
め
て
で
す
」 

前
薗
「
塩
さ
ん
、
オ
レ
武
者
震
い
し
て
る
」 

眞
野
「
何
も
こ
ん
な
こ
と
し
な
く
て
も
」 

前
薗
「
全
て
は
お
前
の
為
」 

塩
釜
「
デ
ー
ト
の
為
」 

眞
野
「
と
か
言
っ
て
本
当
は
自
分
達
が
入
っ
て
み
た 

い
ん
で
し
ょ
う
？
」 

 
 

 

沈
黙
。 

塩
釜
「
こ
こ
が
打
っ
て
付
け
な
の
で
す
」 

前
薗
「
打
っ
て
付
け
だ
」 

眞
野
「
図
星
」 

前
薗
「
腹
を
括
れ
、
童
貞
」 

眞
野
「
だ
か
ら
な
ぜ
そ
れ
を
！
」 

前
薗
「
わ
か
る
」 

塩
釜
「
わ
か
り
ま
す
」 

前
薗
「
大
丈
夫
、
変
装
は
万
端
だ
」 

塩
釜
「
さ
ぁ
、
い
き
ま
し
ょ
う
」 

 

○
同
・
中 
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走
る
警
備
員
。 

追
わ
れ
る
３
人
。 

 

○
同
・
教
室
（
夜
） 

 
 

 
明
か
り
は
点
い
て
い
な
い
。 

 
 

 

教
室
の
隅
で
身
を
寄
せ
合
う
３
人
。 

眞
野
「
お
終
い
だ
」 

塩
釜
「
万
全
な
は
ず
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
」 

前
薗
「
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
」 

眞
野
「
そ
も
そ
も
侵
入
す
る
こ
と
が
間
違
い
で
す
」 

前
薗
「
男
た
る
者
、
常
に
挑
戦
だ
」 

眞
野
「
な
ん
で
そ
ん
な
余
裕
な
ん
で
す
か
」 

前
薗
「
い
ざ
と
な
り
ゃ
プ
ラ
ン
Ａ
が
あ
る
」 

眞
野
「
プ
ラ
ン
Ａ
？
」 

塩
釜
「
徘
徊
老
人
で
す
」 

前
薗
「
練
習
も
し
て
あ
る
。
バ
ッ
チ
リ
だ
」 

眞
野
「
僕
は
ど
う
す
れ
ば
？
」 

塩
釜
・
前
薗
「
…
…
」 

眞
野
「
お
二
人
と
関
わ
っ
て
か
ら
ろ
く
な
こ
と
が
」 

塩
釜
「
私
は
楽
し
い
で
す
よ
」 
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前
薗
「
い
つ
も
二
人
じ
ゃ
な
」 

眞
野
「
奥
さ
ん
と
か
は
」 

 
 

 

沈
黙
。 

眞
野

「
（

察
し
て
）
あ
、
す
み
ま
せ
ん
」 

前
薗
「
勝
手
に
殺
す
な
。
死
ん
で
な
い
」 

眞
野
「
え
、
じ
ゃ
あ
」 

警
備
員
「
そ
こ
で
何
し
て
る
？
」 

 
 

 

教
室
の
入
口
に
立
ち
、
ラ
イ
ト
を
向
け
る
。 

 
 

 

そ
し
て
腰
の
警
棒
に
手
を
か
け
る
。 

眞
野
「
あ
、
え
っ
と
」 

前
薗
「
こ
こ
は
ど
こ
じ
ゃ
」 

塩
釜
「
私
の
家
は
ど
こ
じ
ゃ
」 

 

○
同
・
廊
下
（
夜
） 

 
 

 

猛
ダ
ッ
シ
ュ
す
る
眞
野
、
塩
釜
、
前
薗
。 

 
 

 

ラ
イ
ト
の
光
を
揺
ら
し
な
が
ら
警
備
員
が
追 

っ
て
く
る
。 

警
備
員
「
待
て
！
」 

眞
野
「
お
終
い
だ
」 

塩
釜
「
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
ね
」 
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眞
野
「
ト
イ
レ
！
ト
イ
レ
に
入
り
ま
し
ょ
う
！
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

 
 

 

ト
イ
レ
前
。
女
子
ト
イ
レ
の
み
。 

眞
野
「
あ
っ
ち
に
も
ト
イ
レ
が
！
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

 
 

 

や
は
り
女
子
ト
イ
レ
。 

眞
野
「
…
…
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

 
 

 

逃
げ
る
３
人
。 

 
 

 

追
う
警
備
員
、
数
が
増
え
て
い
る
。 

 

○
同
・
部
室
（
夜
） 

 
 

 

暗
闇
の
中
、
部
屋
の
奥
に
あ
る
棚
の
裏
で
息 

を
潜
め
る
３
人
。 

警
備
員
た
ち
は
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。 

眞
野
「
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る
前
に
行
き
ま
し
ょ
う
」 

塩
釜
・
前
薗
「
え
～
」 

眞
野
「
バ
レ
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
」 

前
薗
「
プ
ラ
ン
Ｂ
だ
」 

眞
野
「
ま
だ
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
ん
で
す
か
」 
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パ
ッ
と
電
気
が
点
く
。 

３
人
「
！
？
」 

 
 

 

部
活
後
の
女
子
大
生
た
ち
が
入
っ
て
く
る
。 

眞
野
「
こ
こ
っ
て
」 

 
 

 
女
子
大
生
た
ち
、
服
を
脱
ぎ
、
下
着
姿
に
。 

塩
釜
「
ド
ラ
マ
等
で
よ
く
あ
る
展
開
か
と
」 

前
薗
「
こ
う
い
う
の
を
待
っ
て
た
ん
だ
よ
」 

塩
釜
「
語
っ
て
み
ま
す
か
？
」 

眞
野
「
ダ
メ
で
す
！
」 

前
薗
「
ビ
ビ
ん
な
よ
」 

塩
釜
「
透
き
通
る
よ
う
な
素
肌
」 

眞
野
「
語
る
ん
で
す
か
！
？
」 

塩
釜
「
綺
麗
で
す
よ
ね
」 

眞
野
「
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
変
態
だ
っ
た
」 

塩
釜
「
眞
野
さ
ん
も
上
司
の
方
に
あ
ん
な
格
好
で
怒 

ら
れ
た
ら
、
怒
り
も
湧
い
て
こ
な
い
の
で
は
？
」 

眞
野
「
ま
ぁ
」 

塩
釜
「
男
と
は
実
に
単
純
」 

前
薗
「
そ
し
て
女
は
複
雑
」 

眞
野
「
確
か
に
」 
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塩
釜
「
で
も
美
し
い
」 

眞
野
「
…
…
」 

前
薗
「
み
な
み
、
大
切
に
し
ろ
よ
」 

眞
野
「
た
だ
遊
び
に
い
く
だ
け
で
す
か
ら
ね
」 

前
薗
「
告
白
し
な
い
の
か
？
」 

眞
野
「
し
、
し
ま
せ
ん
よ
」 

前
薗
「
ビ
ビ
っ
て
ん
な
」 

眞
野
「
物
事
に
は
順
番
と
い
う
も
の
が
」 

前
薗
「
ダ
メ
だ
っ
た
な
ら
、
ま
た
次
に
い
け
ば
い
い
」 

眞
野
「
ど
ん
な
女
性
経
験
し
て
き
た
ん
で
す
か
」 

前
薗
「
マ
ネ
は
す
ん
な
よ
？
二
度
と
会
え
な
い
別
れ 

方
を
し
た
女
、
一
人
や
二
人
じ
ゃ
な
い
ぜ
？
」 

眞
野
「
そ
う
で
す
か
」 

塩
釜
「
私
の
マ
ネ
も
ダ
メ
で
す
」 

眞
野
「
え
ぇ
？
！
」 

塩
釜
「
若
い
時
分
の
話
で
す
」 

眞
野
「
そ
れ
で
今
、
ご
家
族
は
？
」 

塩
釜
「
子
供
は
す
で
に
自
立
を
。
家
内
は
出
て
い
き 

ま
し
た
」 

眞
野
「
…
…
」 
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塩
釜
「
た
だ
、
も
う
一
人
で
生
き
た
い
と
だ
け
」 

眞
野
「
…
…
」 

前
薗
「
同
じ
説
明
に
な
る
か
ら
俺
の
は
割
愛
な
」 

眞
野
「
…
…
」 

塩
釜
「
ド
ラ
マ
な
ど
で
よ
く
あ
る
話
」 

眞
野
「
理
由
は
」 

塩
釜
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」 

眞
野
「
わ
か
ら
な
い
？
」 

塩
釜
「
は
い
」 

眞
野
「
で
も
絶
対
理
由
が
」 

前
薗
「
静
か
に
！
」 

 
 

 

女
子
大
生
が
近
づ
い
て
き
て
い
た
。 

 
 

 

バ
レ
て
い
な
い
。 

眞
野
「
ふ
ー
」 

前
薗
「
こ
れ
だ
か
ら
Ｄ
は
」 

眞
野
「
童
貞
っ
て
言
う
な
ー
！
」 

 
 

 

思
わ
ず
立
ち
上
が
っ
て
し
ま
う
。 

 
 

 

眞
野
、
女
子
大
生
た
ち
と
目
が
合
う
。 

眞
野
「
あ
」 

前
薗
「
プ
ラ
ン
Ｂ
だ
」 
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塩
釜
「
や
む
を
得
ま
せ
ん
」 

 
 

 

塩
釜
と
前
薗
、
女
子
大
生
た
ち
に
す
が
り 

前
薗
「
助
け
て
く
れ
」 

塩
釜
「
誘
拐
じ
ゃ
」 

前
薗

「
（

眞
野
を
指
し
）
あ
い
つ
が
犯
人
じ
ゃ
」 

眞
野
「
…
…
」 

 
 

 
 

○
同
・
外
観
（
夜
） 

 
 

 

変
態
ー
！
男
ー
！
Ｄ
―
！
等
の
叫
び
声
が
響 

く
。 

 

○
同
・
廊
下
（
夜
） 

 
 

 

走
る
３
人
。 

 
 

 

追
う
大
勢
の
警
備
員
と
女
子
大
生
た
ち
。 

 
 

 
 

○
同
・
中
庭
（
夜
） 

 
 

 

警
備
員
や
女
子
大
生
た
ち
が
ラ
イ
ト
を
手
に 

あ
た
り
を
捜
索
し
て
い
る
。 

 

○
同
・
表
（
夜
） 
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３
人
、
塀
を
順
々
に
乗
り
越
え
る
。 

最
後
に
眞
野
も
表
の
道
路
に
着
地
。 

 
 

 

３
人
、
顔
を
見
合
わ
せ
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
。 

眞
野

「
（

我
に
返
り
）
い
や
、
ひ
ど
い
じ
ゃ
な
い
で 

す
か
！
」 

前
薗
「
や
む
を
得
な
か
っ
た
」 

塩
釜
「
緊
急
事
態
で
す
」 

前
薗
「
だ
が
逃
げ
切
っ
た
」 

眞
野
「
恨
み
ま
す
か
ら
ね
」 

声
「
塀
を
飛
び
越
え
た
ぞ
ー
！
」 

塩
釜
「
で
は
、
こ
こ
で
別
れ
ま
し
ょ
う
」 

前
薗
「
お
前
は
あ
っ
ち
だ
」 

 
 

 

眞
野
、
塩
釜
と
前
薗
と
は
違
う
方
に
逃
げ
て 

い
く
。 

 

○
繁
華
街
（
夜
） 

 
 

 

走
り
疲
れ
て
ぐ
っ
た
り
に
な
っ
た
眞
野
。 

道
端
に
座
り
込
む
。 

客
引
き
の
女
に
つ
か
ま
る
。 

女
「
お
兄
さ
ん
、
ウ
チ
の
店
で
飲
ん
で
い
か
な
い
？
」 
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眞
野
「
あ
、
い
え
」 

女
「
一
杯
サ
ー
ビ
ス
す
る
よ
」 

眞
野
「
大
丈
夫
で
す
」 

女
「
い
い
じ
ゃ
な
い
の
」 

眞
野
「
ほ
ん
と
、
結
構
で
す
」 

女
「
ね
？
一
杯
だ
け
」 

眞
野
「
だ
か
ら
ほ
ん
と
に
ー
」 

涼
子
「
え
？
」 

眞
野
「
え
？
」 

 
 

 

ア
ッ
プ
に
し
た
髪
、
濃
い
メ
イ
ク
、
キ
ャ
バ 

ド
レ
ス
を
着
た
涼
子
だ
。 

涼
子
・
眞
野
「
…
…
」 

 
 

 

「
い
た
ぞ
ー
」
「
盗
撮
犯
を
逃
が
す
な
ー
！
」 

と
ま
だ
警
備
員
が
走
っ
て
く
る
。 

眞
野
、
逃
げ
出
す
。 

 

○
会
社
・
オ
フ
ィ
ス
（
夢
） 

 
 

 

眞
野
、
み
な
み
に
詰
め
寄
ら
れ
る
。 

み
な
み
「
信
じ
ら
れ
な
い
！
」 

眞
野
「
違
い
ま
す
！
無
理
や
り
連
れ
て
行
か
れ
て
」 
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み
な
み
「
変
態
！
盗
撮
魔
！
変
態
！
Ｄ
！
」 

 
 

 

眞
野
、
い
つ
の
間
に
か
女
性
社
員
た
ち
に
全 

方
位
を
囲
ま
れ
、
ゴ
ミ
を
み
る
よ
う
な
目
で 

見
ら
れ
る
。 

眞
野
「
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
」 

 

○
眞
野
の
ア
パ
ー
ト
（
朝
） 

 
 

 

―
と
い
う
夢
。 

 
 

 

布
団
の
中
で
目
を
開
け
る
眞
野
。 

眞
野
「
…
…
今
日
も
休
む
か
」 

 
 

 

時
計
の
針
は
８
時
過
ぎ
を
指
し
て
い
る
。 

眞
野
「
ど
ん
な
顔
し
て
課
長
に
会
え
ば
」 

 
 

 

ス
マ
ホ
に
み
な
み
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

『
風
邪
大
丈
夫
？
何
か
必
要
な
も
の
が
あ
れ 

ば
言
っ
て
ね
！
』 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
。
本
当
の
理
由
は
言
え
ま
せ
ん
」 

 
 

 

ピ
ン
ポ
ー
ン
と
呼
び
鈴
。 

眞
野
「
誰
だ
ろ
」 

 
 

 

ピ
ン
ポ
ー
ン
と
再
び
鳴
る
。 

眞
野
「
ま
さ
か
…
…
必
要
な
も
の
、
そ
れ
は
ワ
・ 
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タ
・
シ
・
で
・
し
ょ
？
的
な
？
！
」 

 
 

ワ
ク
ワ
ク
し
て
ド
ア
を
開
け
る
。 

涼
子
「
ワ
・
タ
・
シ
な
ん
だ
け
ど
文
句
あ
る
？
」 

 
 

 

涼
子
が
立
っ
て
い
る
。 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
心
の
声
、
ダ
ダ
漏
れ
」 

眞
野
「
ど
う
し
て
こ
こ
に
」 

涼
子
「
あ
れ
？
風
邪
は
？
」 

眞
野
「
ゲ
、
ゲ
ホ
ッ
ゲ
ホ
ッ
」 

涼
子
「
本
当
は
私
に
会
う
の
が
気
ま
ず
い
か
ら
で
し 

ょ
？
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
こ
の
子
、
一
日
預
か
っ
て
く
れ
な
い
？
」 

 
 

 

娘
の
三
原
り
か
（
４
）
が
前
に
出
る
。 

涼
子
「
保
育
園
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
っ
ち
ゃ
っ 

て
お
休
み
で
。
実
家
の
母
も
忙
し
い
し
」 

眞
野
「
あ
の
」 

涼
子
「
良
か
っ
た
。
眞
野
が
隣
の
駅
で
」 

眞
野
「
勝
手
に
そ
う
言
わ
れ
ま
し
て
も
」 

涼
子
「
こ
の
お
兄
さ
ん
の
言
う
こ
と
聞
い
て
ね
」 
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り
か
「
大
丈
夫
？
」 

眞
野
「
え
？
風
邪
？
あ
、
う
ん
大
丈
夫
」 

り
か
「
じ
ゃ
な
く
て
私
の
事
、
盗
撮
し
な
い
？
」 

眞
野
「
…
…
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

 
 

 

並
ん
で
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
ア
イ
ス
を
食
べ 

る
眞
野
と
り
か
。
す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ
て 

い
る
。 

 
 

 
 

○
同
（
夜
） 

 
 

 

ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
惣
菜
な
ど
が
ロ
ー
テ
ー 

ブ
ル
に
並
ぶ
。 

 
 

 

仕
事
終
わ
り
の
涼
子
が
合
流
し
て
い
る
。 

涼
子
「
だ
か
ら
盗
撮
？
」 

眞
野
「
し
て
ま
せ
ん
。
お
邪
魔
し
た
だ
け
で
す
」 

涼
子
「
招
か
れ
ざ
る
客
」 

眞
野
「
女
性
を
理
解
す
る
た
め
で
す
」 

涼
子

「
（

疑
い
の
目

）
」 

眞
野
「
そ
の
師
匠
た
ち
が
無
理
や
り
」 

涼
子
「
無
理
や
り
、
ね
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 41 

眞
野
「
だ
か
ら
僕
の
意
志
で
は
な
く
て
」 

涼
子
「
ど
う
せ
入
り
た
か
っ
た
ん
で
し
ょ
？
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
営
業
の
千
葉
と
良
い
感
じ
な
ん
で
し
ょ
？
な 

の
に
」 

眞
野
「
千
葉
さ
ん
と
良
い
感
じ
で
は
な
い
で
す
」 

涼
子
「
こ
れ
だ
か
ら
男
っ
て
や
つ
は
」 

眞
野
「
で
も
わ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」 

涼
子
「
何
？
」 

眞
野
「
女
性
は
複
雑
で
す
」 

涼
子
「
複
雑
？
」 

眞
野
「
そ
し
て
美
し
い
。
大
変
魅
力
的
で
す
」 

涼
子
「
ど
ん
な
見
解
だ
よ
」 

眞
野
「
こ
れ
ぞ
真
理
で
す
」 

涼
子

「
（

呆
れ
て
）
ほ
ん
と
男
っ
て
や
つ
は
」 

 

○
道
（
夜
） 

 
 

 

眠
る
り
か
を
お
ぶ
っ
て
歩
く
眞
野
。 

 
 

 

そ
の
隣
を
歩
く
涼
子
。 

眞
野
「
課
長
」 
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涼
子
「
何
？
」 

眞
野
「
一
昨
日
の
こ
と
で
す
が
」 

涼
子
「
…
…
」 

眞
野
「
副
業
は
」 

涼
子
「
ダ
メ
だ
ね
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
別
に
会
社
に
言
っ
て
も
構
わ
な
い
よ
」 

眞
野
「
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」 

涼
子
「
な
ん
で
あ
ん
た
に
」 

眞
野
「
僕
は
課
長
が
苦
手
で
す
。
す
み
ま
せ
ん
」 

涼
子
「
知
っ
て
た
」 

眞
野
「
！
」 

涼
子
「
そ
り
ゃ
わ
か
る
よ
」 

眞
野
「
で
も
そ
れ
は
何
も
知
ら
な
い
か
ら
だ
と
思
う 

ん
で
す
。
何
か
知
れ
ば
」 

涼
子
「
別
に
苦
手
で
も
良
い
け
ど
」 

眞
野
「
！
」 

涼
子
「
と
言
い
た
い
所
だ
け
ど
、
今
日
は
世
話
に
な 

っ
た
し
ね
」 

眞
野
「
…
…
」 
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涼
子
「
父
が
倒
れ
た
」 

眞
野
「
え
…
…
」 

涼
子
「
母
が
面
倒
を
見
て
る
。
だ
け
ど
父
は
ち
ょ
う 

ど
会
社
を
ク
ビ
に
な
っ
た
ば
か
り
で
お
金
が
な
い
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
前
の
夫
の
借
金
も
残 

っ
て
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
上
」 

眞
野
「
…
…
な
る
ほ
ど
」 

涼
子
「
な
る
ほ
ど
っ
て
」 

眞
野
「
会
社
に
は
言
い
ま
せ
ん
」 

涼
子
「
榊
原
部
長
た
ち
に
は
？
」 

眞
野
「
！
」 

涼
子
「
ス
パ
イ
じ
み
た
こ
と
や
っ
て
る
で
し
ょ
？
」 

眞
野
「
知
っ
て
て
り
か
ち
ゃ
ん
を
僕
に
」 

涼
子
「
そ
ん
な
こ
と
、
本
当
に
ど
う
で
も
良
い
こ
と 

だ
か
ら
」 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
」 

涼
子
「
謝
っ
て
ば
か
り
だ
ね
」 

眞
野
「
榊
原
部
長
た
ち
に
も
言
い
ま
せ
ん
」 

涼
子
「
な
ん
で
？
」 
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眞
野
「
課
長
は
頑
張
っ
て
る
の
で
」 

涼
子
「
上
か
ら
か
」 

涼
子
、
笑
う
。 

涼
子
「
で
も
、
あ
り
が
と
」 

眞
野
「
裏
切
り
者
に
感
謝
な
ど
不
要
で
す
」 

涼
子
「
私
も
誰
に
も
言
わ
な
い
で
お
こ
う
」 

眞
野
「
え
」 

涼
子
「
部
下
が
盗
撮
魔
だ
な
ん
て
知
れ
た
ら
責
任
問 

 

題
だ
か
ら
」 

 
 

 

笑
う
二
人
。 

眞
野

「
（

我
に
返
り
）
だ
か
ら
し
て
ま
せ
ん
！
」 

 

○
眞
野
と
み
な
み
の
デ
ー
ト
の
点
描 

 
 

 

普
通
に
デ
ー
ト
し
て
い
る
二
人
。 

 
 

 

み
な
み
は
わ
ざ
わ
ざ
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
し
て 

い
る
。 

だ
が
そ
ん
な
に
盛
り
上
が
り
は
な
い
。 

 
 

 
×

     
×

     
×

 

 
 

 

別
れ
際
。 

眞
野
「
ど
う
で
し
た
か
？
今
日
は
」 
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み
な
み
「
い
ろ
い
ろ
考
え
て
く
れ
た
の
は
わ
か
っ
た
」 

眞
野
「
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？
」 

み
な
み
「
…
…
」 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
」 

み
な
み
「
気
に
し
な
い
で
」 

眞
野
「
な
ん
で
僕
な
ん
か
と
」 

み
な
み
「
み
な
み
、
自
分
を
卑
下
す
る
男
、
良
い
と 

思
う
。
む
し
ろ
好
き
」 

眞
野
「
い
つ
も
男
性
社
員
の
輪
に
い
ま
す
よ
ね
。
ど 

う
し
て
で
す
か
？
」 

み
な
み
「
…
…
」 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
、
単
純
に
疑
問
で
」 

み
な
み
「
女
っ
て
自
分
よ
り
可
愛
い
子
み
た
ら
す
ぐ 

寄
っ
て
た
か
っ
て
蹴
落
そ
う
と
す
る
の
。
め
ん
ど 

く
さ
い
。
だ
か
ら
嫌
い
」 

眞
野
「
…
…
な
る
ほ
ど
」 

み
な
み
「
本
題
は
？
」 

眞
野
「
え
」 

み
な
み
「
一
度
み
な
み
の
感
情
を
揺
さ
ぶ
っ
て
か
ら 

の
告
白
。
嫌
い
じ
ゃ
な
い
」 
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眞
野
「
え
」 

 
 

 

み
な
み
、
背
筋
を
伸
ば
し
、 

み
な
み
「
ど
う
ぞ
」 

眞
野
「
…
…
」 

 

○
会
社
・
オ
フ
ィ
ス 

 
 

 

荷
物
を
ま
と
め
て
い
る
涼
子
。 

 
 

 

社
員
た
ち
が
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
。 

社
員
１
「
キ
ャ
バ
ク
ラ
だ
っ
て
」 

社
員
２
「
三
原
課
長
が
？
」 

社
員
３
「
そ
り
ゃ
ク
ビ
に
な
る
わ
」 

 
 

 

荷
物
を
持
っ
て
出
て
行
く
涼
子
。 

 
 

 

後
を
追
う
眞
野
。 

 

○
同
・
表 

 
 

 

出
て
く
る
涼
子
。 

 
 

 

眞
野
、
追
い
か
け
て
き
て 

眞
野
「
課
長
！
」 

涼
子

「
（

振
り
返
り
）
お
、
盗
撮
犯
」 

眞
野
「
あ
の
」 
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涼
子
「
会
社
の
誰
か
に
見
ら
れ
た
み
た
い
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
で
も
私
は
り
か
に
恥
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
一 

切
し
て
な
い
」 

眞
野
「
…
…
は
い
」 

涼
子
「
ま
ぁ
正
直
、
清
々
し
て
る
。
め
ん
ど
く
さ
い 

奴
多
い
か
ら
ね
、
こ
の
会
社
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
そ
れ
に
私
だ
っ
た
ら
ど
こ
か
ら
で
も
引
く
手 

あ
ま
た
で
し
ょ
？
」 

 
 

 

笑
う
眞
野
。 

涼
子
「
こ
な
い
だ
差
し
戻
し
た
や
つ
だ
け
ど
」 

眞
野
「
は
い
」 

涼
子
「
先
方
は
そ
こ
ま
で
の
も
の
を
期
待
し
て
い
な 

い
。
今
後
の
運
用
の
こ
と
を
考
え
た
ら
簡
素
な
も 

の
で
良
い
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
自
分
の
満
足
な
ん
て
二
の
次
。
も
っ
と
相
手 

の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
」 

眞
野
「
…
…
は
い
」 
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○
同
・
男
子
ト
イ
レ 

 
 

 

横
一
列
で
小
用
を
足
す
３
人
の
後
ろ
姿
。 

榊
原
「
眞
野
く
ん
の
こ
れ
ま
で
の
協
力
、
感
謝
す
る
」 

和
久
「
感
謝
す
る
」 

眞
野
「
…
…
い
え
」 

和
久
「
偶
然
、
見
て
し
ま
っ
て
さ
」 

榊
原
「
客
引
き
涼
子
ち
ゃ
ん
」 

和
久
「
こ
れ
だ
か
ら
女
っ
て
や
つ
は
」 

眞
野
「
何
か
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
」 

和
久
「
事
情
？
そ
ん
な
の
関
係
な
い
。
規
則
違
反
を 

し
て
い
た
の
だ
か
ら
」 

榊
原
「
女
は
自
分
の
事
情
し
か
考
え
ら
れ
な
い
ん
だ 

か
ら
。
全
く
嫌
に
な
る
ね
」 

眞
野
「
…
…
」 

 

○
（
回
想
）
会
社
・
表 

涼
子
「
仕
事
蹴
っ
た
理
由
？
」 

眞
野
「
は
い
。
榊
原
部
長
が
と
っ
て
き
た
」 

涼
子
「
あ
ぁ
、
あ
の
二
件
。
一
つ
は
う
ち
で
や
る
に 
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は
規
模
が
大
き
す
ぎ
。
も
う
一
つ
は
き
っ
と
う
ち 

の
維
持
費
が
相
手
に
は
負
担
に
な
る
。
ど
っ
ち
も 

ウ
チ
に
も
相
手
の
為
に
も
な
ら
な
い
」 

眞
野
「
…
…
」 

涼
子
「
社
内
会
議
で
役
員
は
納
得
し
て
た
け
ど
ね
。 

営
業
は
怒
っ
て
聞
い
て
な
か
っ
た
か
も
」 

 

○
元
の
会
社
・
男
子
ト
イ
レ 

榊
原
「
眞
野
く
ん
、
こ
っ
ち
に
ハ
ネ
て
る
よ
」 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
、
つ
い
」 

榊
原
「
…
…
ま
だ
ハ
ネ
て
る
ん
だ
け
ど
」 

眞
野
「
は
い
。
つ
い
」 

 

○
各
停
電
車
（
夜
） 

 
 

 

並
ん
で
座
っ
て
い
る
塩
釜
・
眞
野
・
前
薗
。 

塩
釜
「
妻
は
ど
う
し
て
出
て
行
っ
た
の
か
」 

前
薗
「
わ
か
ら
な
か
っ
た
」 

塩
釜
「
こ
れ
は
先
日
お
伝
え
し
た
通
り
」 

前
薗
「
奇
遇
だ
が
、
俺
の
所
も
同
じ
だ
」 

塩
釜
「
わ
か
ら
な
い
な
ら
女
性
の
こ
と
を
わ
か
り
に 
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い
こ
う
と
電
車
に
乗
り
ま
し
た
」 

前
薗
「
来
る
女
を
片
っ
端
か
ら
語
っ
て
や
っ
た
よ
」 

塩
釜
「
誰
か
の
助
言
が
正
し
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
」 

前
薗
「
な
ら
ば
勝
手
に
想
像
し
ち
ま
え
っ
て
な
」 

眞
野
「
も
っ
と
他
に
わ
か
る
為
の
方
法
が
」 

 
 

 

少
し
の
間
。 

前
薗
「
問
題
は
そ
こ
じ
ゃ
な
い
」 

塩
釜
「
違
い
ま
す
ね
」 

眞
野
「
や
っ
ぱ
り
語
り
た
か
っ
た
だ
け
か
」 

塩
釜
「
結
局
の
所
、
理
解
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
」 

前
薗
「
女
と
男
は
別
物
だ
」 

眞
野
「
…
…
」 

前
薗
「
理
解
は
で
き
な
い
が
、
事
情
は
あ
る
。
こ
れ 

だ
け
は
わ
か
っ
た
」 

眞
野
「
事
情
」 

塩
釜
「
最
初
に
あ
な
た
に
会
っ
た
時
、
こ
の
方
は
私 

た
ち
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
事
情
が
あ
る
こ 

と
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
所
が
」 

前
薗
「
靴
が
脱
げ
た
女
も
、
駅
員
の
女
た
ち
も
、
き 

っ
と
何
か
事
情
が
あ
る
。
痴
漢
野
郎
が
死
ぬ
ほ
ど 
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憎
い
と
か
、
体
調
が
悪
い
と
か
、
仕
事
が
め
っ
ち 

ゃ
忙
し
か
っ
た
と
か
」 

塩
釜
「
だ
か
ら
キ
ツ
く
当
た
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」 

 

○
（
回
想
）
Ａ
駅
・
駅
員
室
（
夜
） 

 
 

 

外
か
ら
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
こ
っ
そ
り
中
を
覗 

い
て
い
る
塩
釜
と
前
薗
。 

駅
員
Ａ
「
正
直
に
言
い
な
さ
い
！
眞
野
準
！
」 

眞
野
「
だ
か
ら
や
っ
て
ま
せ
ん
っ
て
！
」 

 
 

 

眞
野
、
な
ん
で
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
ん
だ
と 

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
。 

 
 

 

塩
釜
と
前
薗
、
不
安
そ
う
に
見
守
る
。 

 
 

 

そ
し
て
互
い
に
頷
い
て
、
ド
ア
を
開
け
る
。 

塩
釜
「
そ
の
方
、
切
れ
目
に
躓
い
て
ま
し
た
よ
」 

 

○
元
の
各
停
電
車
（
夜
） 

塩
釜
「
そ
れ
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」 

前
薗
「
だ
か
ら
引
き
入
れ
た
」 

塩
釜
「
理
解
す
べ
き
は
女
性
で
は
な
く
」 

前
薗
「
何
か
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
」 
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眞
野
「
…
…
」 

塩
釜
「
背
中
を
語
る
も
結
構
」 

前
薗
「
だ
が
い
つ
ま
で
も
語
っ
て
い
る
だ
け
で
は
い 

け
な
い
」 

塩
釜
「
語
る
よ
り
も
、
思
い
や
る
の
で
す
」 

眞
野
「
…
…
」 

 

○
会
社
・
屋
上
の
隅 

 
 

 

み
な
み
と
冴
え
な
い
若
手
社
員
が
い
る
。 

 
 

 

物
陰
か
ら
見
て
い
る
眞
野
。 

み
な
み
「
み
な
み
の
こ
と
好
き
に
な
っ
た
？
」 

社
員
「
ど
う
し
て
僕
な
ん
か
に
」 

み
な
み
「
み
な
み
は
皆
の
み
な
み
な
の
」 

社
員
「
で
も
僕
は
他
に
好
き
な
女
性
が
」 

み
な
み
「
み
ん
な
が
私
を
好
き
に
な
る
の
。
じ
ゃ
な 

き
ゃ
嫌
な
の
。
あ
と
は
あ
な
た
と
眞
野
く
ん
だ
け 

な
の
。
ね
ぇ
っ
て
ば
」 

眞
野
「
…
…
」 

社
員
「
辛
い
思
い
を
し
た
の
？
」 

み
な
み
「
え
？
」 
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社
員
「
千
葉
さ
ん
は
敵
を
作
り
や
す
そ
う
だ
し
」 

み
な
み
「
あ
ん
た
に
み
な
み
の
何
が
わ
か
る
の
？
」 

社
員
「
ご
め
ん
」 

み
な
み
「
い
い
よ
」 

社
員
「
で
も
話
は
聞
く
よ
？
」 

み
な
み
「
…
…
」 

み
な
み
、
何
と
も
言
え
な
い
複
雑
な
表
情
に
。 

眞
野
「
わ
か
っ
て
る
人
も
い
る
ん
だ
な
ぁ
」 

 

○
Ａ
駅
・
ホ
ー
ム
（
夜
） 

 
 

 

電
車
か
ら
降
り
て
く
る
眞
野
、
塩
釜
、
前
薗
。 

前
薗
「
ま
た
女
子
大
行
き
て
ぇ
な
ー
」 

眞
野
「
や
め
て
く
だ
さ
い
」 

塩
釜
「
相
席
居
酒
屋
で
も
い
き
ま
す
？
」 

前
薗
「
俺
行
っ
た
こ
と
な
い
な
」 

塩
釜
「
実
は
私
も
」 

前
薗
「
塩
さ
ん
、
俺
武
者
震
い
し
て
き
た
」 

眞
野

「
（

苦
笑
い
）
…
…
」 

 
 

 

ふ
と
前
方
を
見
る
と
、
人
混
み
の
中
に
涼
子 

と
り
か
が
楽
し
そ
う
に
話
を
し
な
が
ら
歩
い 
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て
い
る
の
が
見
え
る
。 

眞
野
「
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
き
ま
す
」 

塩
釜
・
前
薗
「
？
」 

眞
野
、
話
し
か
け
に
い
こ
う
と
人
ご
み
を
か 

き
わ
け
て
進
む
が
、
切
れ
目
に
躓
き
、
こ
け 

て
し
ま
う
。 

す
る
と
目
の
前
に
、
座
り
込
ん
で
い
る
ド
レ 

ス
姿
の
女
性
２
の
後
ろ
姿
。 

 
 

 

誰
も
声
を
か
け
よ
う
と
も
し
て
い
な
い
。 

眞
野
「
…
…
」 

 
 

 

眞
野
、
女
性
２
に
後
ろ
か
ら
近
づ
き
、 

 
 

 

声
を
か
け
よ
う
と
す
る
が
、 

眞
野
「
…
…
」 

 
 

 

一
旦
や
め
て
、
女
性
２
の
正
面
に
回
り
込
む
。 

眞
野
「
あ
の
」 

女
性
２
「
…
…
」 

眞
野
「
あ
の
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」 

女
性
２
「
は
い
？
」 

眞
野
「
あ
の
、
僕
で
良
け
れ
ば
力
に
な
り
ま
す
か
ら
」 

女
性
２
「
？
」 
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眞
野
「
あ
、
い
き
な
り
す
み
ま
せ
ん
。
気
持
ち
悪
い 

で
す
よ
ね
。
で
も
、
怪
し
い
者
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。 

多
少
変
態
で
は
あ
り
ま
す
が
」 

女
性
２
「
…
…
」 

眞
野
「
綺
麗
に
巻
か
れ
た
髪
」 

眞
野
「
整
っ
た
格
好
」 

眞
野
「
高
い
ヒ
ー
ル
」 

眞
野
「
な
の
に
」 

眞
野
「
こ
ん
な
所
に
」 

眞
野
「
そ
れ
は
き
っ
と
」 

眞
野
「
き
っ
と
そ
れ
は
」 

眞
野
「
何
か
」 

眞
野
「
事
情
が
」 

眞
野
「
あ
る
や
、
な
し
や
」 

女
性
２
「
…
…
」 

眞
野
「
…
…
す
み
ま
せ
ん
」 

女
性
２
「
…
…
」 

眞
野
「
で
も
、
心
配
で
」 

 
 

 

笑
う
女
性
２
。 

女
性
２
「
な
ん
で
す
か
そ
の
喋
り
方
」 
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眞
野
「
こ
れ
だ
と
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
て
」 

女
性
２
「
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
」 

眞
野
「
…
…
」 

女
性
２
「
元
彼
の
結
婚
式
な
ん
で
す
」 

眞
野
「
え
」 

女
性
２
「
で
も
こ
こ
ま
で
来
て
急
に
嫌
に
な
っ
ち
ゃ 

っ
て
」 

眞
野
「
な
る
ほ
ど
」 

女
性
２
「
な
る
ほ
ど
っ
て
」 

眞
野
「
そ
う
い
う
こ
と
あ
り
ま
す
よ
ね
」 

女
性
２
「
わ
か
る
ん
で
す
か
？
」 

眞
野
「
す
み
ま
せ
ん
、
わ
か
り
ま
せ
ん
」 

 
 

 

女
性
２
、
笑
う
。 

女
性
２
「
女
心
と
か
全
然
わ
か
ん
な
さ
そ
う
」 

眞
野
「
は
い
」 

女
性
２
「
あ
っ
さ
り
認
め
た
」 

眞
野
「
嫌
な
ら
無
理
に
行
か
な
く
て
も
」 

女
性
２
「
う
う
ん
、
い
く
」 

眞
野
「
え
」 

女
性
２
「
見
ず
知
ら
ず
の
あ
な
た
に
同
情
さ
れ
て
、 
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悔
し
い
か
ら
」 

眞
野
「
な
る
ほ
ど
」 

 
 

 

手
を
振
っ
て
去
っ
て
い
く
女
性
２
。 

眞
野
「
…
…
女
性
と
は
複
雑
怪
奇
」 

 
 

 
涼
子
と
り
か
が
眞
野
を
見
て
い
る
。 

 
 

 

二
人
、
眞
野
に
向
か
っ
て
サ
ム
ア
ッ
プ
。 

 
 

 

後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
塩
釜
と
前
薗
も
サ
ム 

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。 

 
 

 

眞
野
、
苦
笑
い
し
つ
つ
も
ど
こ
か
嬉
し
そ
う 

な
顔
に
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
わ
り 


